
建
設
業
の
社
会
保
険
加
入
を
促
進

新
年
度
か
ら
対
策
強
化
・
徹
底

施
工
の
生
産
性
向
上
・
効
率
化
へ

技
術
開
発

導
入
Ｗ
Ｇ
マ
ッ
チ
ン
グ
で
初
の
説
明
会

国
土
交
通
省
は
一
月
十
五
日
、
東
京
・
平
河
町
の
都
道
府
県
会
館
大
会
議
室
で
第
二
回
「
建
設
業
社
会
保
険
推

進
連
絡
協
議
会
」
（
会
長
・
蟹
沢
宏
剛
芝
浦
工
業
大
学
教
授
）
を
開
き
、
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て

議
論
し
た
。
平
成
三
十
年
度
以
降
二
年
間
で
社
会
保
険
加
入
を
徹
底
・
定
着
さ
せ
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
優
良

事
例
の
共
有
化
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
二
月
か
ら
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
協
議
会
を
開
催
し
、
四
月
以
降
に
許
可

業
者
の
加
入
率
・
労
働
者
単
位
の
加
入
率
を
公
表
し
て
具
体
策
に
着
手
す
る
方
針
だ
。

同
省
は
建
設
産
業
の
持
続

的
な
発
展
に
必
要
な
人
材
を

確
保
し
、
公
平
な
競
争
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
業
界
団

体
と
連
携
し
て
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
社
会
保
険
加
入
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ

の
結
果
、
加
入
率
は
着
実
に

上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
い

ま
だ
未
加
入
の
企
業
も
少
な

か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
そ

こ
で
来
年
度
か
ら
加
入
を
促

進
す
る
取
り
組
み
を
一
段
と

強
化
す
る
こ
と
に
し
た
。

当
日
は
田
村
計
同
省
土
地

・
建
設
産
業
局
長
が
冒
頭
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
こ
れ
ま
で

施
策
の
推
進
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
し
て
い
る
。
本
日
は
今
年

度
の
成
果
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
来
年
度
の
方
向
性
に

つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

く
。
引
き
続
き
手
綱
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
前
向
き
で
建

設
的
な
議
論
を
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
、
活
発
な
意
見

交
換
を
促
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
①
地
域
に
お

け
る
優
良
な
取
り
組
み
事
例

の
共
有
②
加
入
対
策
の
さ
ら

な
る
合
理
化
・
適
正
化
③
未

加
入
企
業
へ
の
対
策
の
強
化

④
法
定
福
利
費
の
確
保
の
取

り
組
み
の
強
化
⑤
継
続
的
な

実
態
把
握
―
―
な
ど
を
打
ち

だ
し
た
。

優
良
な
取
り
組
み
事
例
の

共
有
で
は
地
域
の
建
設
業
者

が
参
加
し
、
事
例
の
共
有
や

行
動
基
準
の
採
決
を
行
う
社

会
保
険
加
入
推
進
地
域
会
議

を
全
国
で
開
催
。
会
議
に
参

加
し
た
事
業
者
に
は
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
を
配
布
し
、
対
外

的
な
Ｐ
Ｒ
を
支
援
す
る
。

加
入
対
策
の
合
理
化
・
適

正
化
で
は
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

い
く
。
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
っ
て
一
人
親
方
も
含
め

技
能
者
の
加
入
状
況
な
ど
が

簡
単
に
把
握
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
年
秋
以
降
に
活
用
策

を
試
行
す
る
。
ま
た
現
場
に

掲
示
す
る
施
工
体
系
図
で
未

加
入
企
業
を
「
見
え
る
化
」

す
る
。

未
加
入
企
業
対
策
で
は
建

設
業
許
可
業
者
か
ら
未
加
入

企
業
を
排
除
す
る
考
え
だ
。

未
加
入
企
業
の
許
可
・
更
新

を
認
め
な
い
仕
組
み
づ
く
り

に
向
け
て
建
設
業
法
の
改
正

を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
伴
い

民
間
発
注
者
へ
の
周
知
な
ど

誓
約
書
の
活
用
促
進
と
民
間

約
款
の
改
正
を
行
う
。

法
定
福
利
費
の
確
保
策
で

は
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、
法

定
福
利
費
を
下
請
ま
で
行
き

渡
ら
せ
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
。
立
入
検
査
も
継
続
し

て
実
施
し
、
標
準
見
積
書
の

活
用
や
法
定
福
利
費
の
支
払

い
状
況
を
確
認
す
る
。

国
土
交
通
省
は
一
月
十
五

日
、
東
京
・
港
区
の
三
田
共

用
会
議
所
で
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
技
術
開
発

・
導
入
Ｗ
Ｇ
」
ニ
ー
ズ
・
シ

ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
た

初
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

施
工
の
生
産
性
を
向
上
す
る

技
術
や
施
工
管
理
を
効
率
化

す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
幅
広

く
紹
介
し
、
平
成
三
十
年
度

中
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
決
定
・

公
表
す
る
。

同
省
は
調
査
・
測
量
か
ら

設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
の

あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
で
建
設

現
場
の
生
産
性
向
上
を
図
る

ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
を
推
進
し
て
い
る
。

と
く
に
新
技
術
を
導
入
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

産
学
官
が
連
携
し
た
ｉ

Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
同

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
、
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
た
活
動

の
一
環
と
し
て
説
明
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
し
た
。

当
日
は
関
連
企
業
・
団
体

な
ど
約
二
百
名
が
参
加
。
手

塚
寛
之
同
省
技
術
調
査
課
環

境
安
全
・
地
理
空
間
情
報
技

術
調
査
官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
誰
も
が
働
き
や
す

い
現
場
づ
く
り
を
推
し
進
め

て
き
た
。
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
通
じ
て
ｉ

Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の

さ
ら
な
る
進
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
関
係
企
業
が
測

量
を
簡
便
に
行
う
技
術
、
地

質
や
地
下
空
間
を
簡
便
に
把

握
す
る
技
術
、
道
路
・
交
通

状
況
を
簡
便
に
調
査
す
る
技

術
、
日
々
の
施
設
点
検
を
支

援
す
る
技
術
、
災
害
時
に
被

災
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
技

術
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す

い
説
明
を
行
う
た
め
の
技

術
、
施
工
の
生
産
性
を
向
上

す
る
技
術
、
工
事
事
故
を
防

止
す
る
技
術
、
施
工
管
理
を

効
率
化
す
る
シ
ス
テ
ム
、
水

防
活
動
を
支
援
す
る
技
術
、

入
札
契
約
関
係
資
料
を
簡
便

に
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
、
監

督
調
査
を
効
率
化
す
る
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
。

国交省協議会で今後の方向性議論

田村局長
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